
千葉病院 患者様の権利
①個人として、人格およびプライバシーが尊重されます。

②安全な環境で、可能な限りの良質な医療が提供されます。

③職員のいかなる行為に対しても説明を求め苦情を申したてること

ができます。

④精神保健福祉法に則った医療および処遇が保障されます。

⑤職員から思想・信条・宗教および個人的関係は強制されません。

⑥個人情報は保護されます。
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【病院概要】

■ 診 療 科

　精神科・神経科・歯科（要予約）

■ 院 長

　小松　尚也

■ 外 来 診 療 時 間

　平　日9:00～12:30（月曜日のみ9:30～12:30）

　土曜日9:00～12:30（午後は予約制）

■ 休 診 日

　木曜日・日曜日・祝祭日・6月1日（創立記念日）

■ 所 在 地

　〒274-0822　千葉県船橋市飯山満町2-508

   TEL：047-466-2176　FAX：047-466-7503

    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：//www.chiba-hp.on.arena.ne.jp

■ 千葉県認知症疾患医療センター

   TEL：047-496-2255   FAX：047-496-2256

編集後記

千葉病院の増改築計画も、無事に病棟部分引っ越しまで完了しました。

今後は、デイケアと作業療法部門の移動があり、年度内にはすべてが完

了する予定です。特にご面会の方には病棟が替わってご迷惑をおかけして

おりますが、ご不明な点は職員にお問い合わせいただければ幸いです。

9月に新病棟が完成してから3ヶ月が経ちました。新病棟での勤務に慣れてきた今、精神科病棟の建築における注

意点がクリアされているかを振り返ってみたいと思います。

まずは「観察しやすい環境づくり」です。死角にカメラを配置するなどして病棟全体が観察しやすくなり、異常を早期

に発見することができるようになりました。次に「閉塞感のない空間づくり」です。新病棟は廊下やホール、病室も広くな

り閉塞感は感じにくい印象です。最後は「プライバシーが保たれる」です。個室の割合を増やした構造、救急外来から

救急病棟までの導線などが工夫されています。最初は戸惑いもありましたが、概ね慣れてきたのではないでしょうか。

設備やアメニティの恩恵もありますが、やはり最後は職員の対応力でカバーしているところも多いにあると感じました。

観察している事を気づかせない熟練した観察方法、閉塞感を吹き飛ばすような職員の明るい笑顔、タイミングを見計

らった訪室や声掛けでプライバシーに配慮する、など工夫できる事は多々あります。車輪の両輪のようにハード面・ソ

フト面のどちらがかけても事はうまく運べないでしょう。“最善の行動と信頼“の理念のもとに、より良い医療を提供する

という考え方は変わりません。新しい病棟と既存の病棟の利点を最大限に活かし、患者さんや家族が「千葉病院を選

んで良かった」と思われるように、尽力していきたいと思います。（看護部長 小山 均）

現在、コロナウイルス感染予防の観点から、ご面会を制限させていただいております。

〇現在、面会が可能な病棟は3病棟、5病棟、6病棟、7病棟です。

1病棟と2病棟は面会を制限させていただいています。

医療法人 同 和 会 千 葉 病 院

8月に新病棟が落成し、9月には本館から2つの病棟が引っ越しました。その後、本館と別館の間の引っ越しも行われ、12月から、

新しい病棟体制で治療・看護に当たっております。

今回は、病棟の引っ越しを終えての総括を、小山看護部長より報告させていただきます。

上記以外の時間、あるいは1，2病棟に面会をご希望の方は、主治医、病棟スタッフにご相談ください。

※荷物をお届けされるだけの場合は上記以外の時間でも対応いたします。

〇原則としてご家族に限定させていただきます。

〇面会時間は10分とさせていただきます。

〇全ての面会者さまに検温とマスク着用、手指消毒をお願いします。

〇面会される方の体調を確認させていただくため、問診票への記入をお願いします。（ご不明な点

は職員にお声かけください）

〇面会される方の体調によっては、面会をお断りさせていただくことがあります。

病棟 面会時間 面会者

5 病棟

6 病棟

7 病棟

月・火・水・金・土（祝日をのぞく）

10 時～17 時
少人数

3 病棟 毎日（曜日の制限なし） 10 時～17 時 2 人まで

5

4

3

2

1

5

4

3

2

1

管理部門

第７病棟
（精神療養病棟・男女閉鎖）

第６病棟（精神療養病棟・男子閉鎖）

第５病棟
（精神療養病棟・男女開放）

第3病棟
（精神科救急病棟・男女閉鎖）

放射線検査
救急治療室②

第2病棟
（精神療養病棟・男女開放）

作業療法室
【工事中】

精神科デイケア
【工事中】

事務室
外来・生理検査
救急治療室①

第５病棟
（精神療養病棟・男女閉鎖）

第1病棟
（精神療養病棟・女子閉鎖）

第６病棟（精神療養病棟・男子閉鎖）

管理部門

第３病棟
（精神科救急病棟・男女閉鎖）

第１病棟
（精神療養病棟・女子閉鎖）

外来・生理検査
放射線検査

事務室

第２病棟
（精神療養病棟・男子開放）

作業療法室

第７病棟
（精神療養病棟・

　　　　　男女開放）

本 館

本 館

増築部分

第７病棟

第７病棟



ここは千葉病院の活動を紹介するコーナーです 千葉病院Ｄｒによる医療コラム　第39回

社会資源について　その3
千葉病院医師　吉川　晃司

？

　

社会資源の中で、最終回の今回は精神障害者保健福祉手帳という制度やその他についてご

紹介します。

③精神障害者保健福祉手帳

精神障害者保健福祉手帳は3つの障害者手帳の1つで、他に身体障害者手帳と療育手帳(愛

の手帳)があります。

精神障害の場合は、1級/2級/3級と等級が分かれており、等級や自治体によってサービスは異

なりますが、様々なサービスを受けることができます。

主なサービスとしては、バス航空運賃の割引、割引タクシー券の配布、税金(所得税、住民税、

相続税など)の控除、各種基本料金(水道代、携帯電話料金など)の割引、生活保護の障害者加

算、福祉的就労、その他各種割引(美術館、博物館など)があります。

申請の窓口はお住まいの市区町村の障害者支援担当窓口で、申請には初診日から6か月以

上経過している必要があります。精神障害者保健福祉手帳が申請できるかどうかは医師の判断

になりますので、 まず主治医にご相談ください。

④その他の社会資源

〇障害福祉サービス：障害者が自立した生活を営むことができるよう、障害の状態の応じて

様々なサービスを受けることができます。

・居宅介護(ホームヘルプサービス)

自宅で入浴や排せつ等の身体介護や調理、洗濯、買い物等の家事援助を受けられます。

・短期入所(ショートスティ)

自宅で一時的に介護を受ける事が難しい場合、短期間、入所施設を利用することができま

す。

・宿泊型訓練施設

施設に入所して一定期間生活能力の維持・向上のための訓練を受けられます。

・グループホーム

少数人数で共同生活を行い、様々な生活支援を受けられます。

・就労支援

就労事業所に通所し、その人の希望や障害の状態に応じて様々な支援を受けられます。

〇地域活動支援センター：地域で生活する精神障害者の日常生活の支援、日常的な相談への

対応や地域交流活動を行い、精神障害者の社会復帰と自立、社会参加の促進を図ります。

〇精神科デイケア(ナイトケア)：様々な活動(プログラム)を通じて、楽しみながらよりよい社会参

加を目指すリハビリテーションの一つです。精神科病院、精神科クリニック等で行っています。

ご紹介した社会資源について、詳しくお知りになりたい場合は、まずは千葉病院外来にある地

域生活支援室で精神保健福祉士にご相談ください。

新しいＭＲＩ装置は1.5ﾃｽﾗの磁場強度になります。磁場

強度が上がると ①検査時間の短縮が可能 ②高画質に

撮像できる ③広範囲に撮像できる ④体動補正が可能

⑤金属ノイズの抑制が可能など今までとはレベルの違う画

像が提供でるようになります。 しかしながら、前装置に比

べると検査音は大きくなり、装置内は狭くなってしまいます。

検査時間の短縮で患者様に負担のないように検査を進め

ていきたいと考えています。

増改築に伴い、MRI、CTの画像機器がリニューアルされました。新CTは9/1より、新MRIは9/7より稼働しています。当院臨床

放射線技師より、旧・新機器のスペックの違いを報告させていただきます。

前装置４列ＣＴ 新１６列ＣＴ

メーカー 東芝 キャノンメディカル

名称 Ａｓｔｅｉｏｎ Ａｑｕｉｌｉｏｎ　Ｓｔａｒｔ

検出器列数 4列 16列

画像出力時間 4画像/秒 15画像/秒

金属ノイズ抑制 なし 可能

被曝低減機能 なし あり

水晶体被曝低減 なし あり

ガントリ開口径 720ｍｍ 780ｍｍ

1.5Ｔの方が広範囲に末梢の血管まで

描出できます

新しいＣＴの特徴は3つあります。１つは被曝の低減が可能になりました。一般撮影と同等線量を目指し

た低線量技術を搭載していますので被曝線量が従来の装置に比べるとかなり低く抑えられます。2つ目は

検出器が16列に増えたことで高速撮影が可能になりました。3つ目はスピードが速くなったことで、より細か

く撮影が可能になり高画質になります。

一般撮影のように手軽に検査が行えて、一般撮影ではつかめなかった詳細の情報を得ることで、より小さ

な病変の検出も可能になります。また省エネ設計により消費電力も低くなっています。

外来・入院の患者様で、画像診断をご希望の方は、主治医または外来までお問い合わせください。




